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今
年
も
猛

暑
の
夏
で

あ
っ
た
。
原

発
再
稼
働
の

効
果
の
ア

ピ
ー
ル
な
の

か
、
猛
暑
に

伴
う
電
力
不
足
の
報
道
は
影

を
ひ
そ
め
た
が
、
連
日
熱
中

症
の
注
意
、
全
国
で
何
人
が

救
急
搬
送
さ
れ
た
と
の
報
道

が
多
か
っ
た
▼
総
務
省
消
防

庁
の
発
表
で
は
7
月
に
熱
中

症
と
み
ら
れ
る
症
状
で
救
急

搬
送
さ
れ
た
人
の
数
が
2
万

1
0
8
2
人
と
の
こ
と
。
7

月
と
し
て
は
過
去
最
多
、
一

昨
年
の
8
月
に
次
ぐ
2
位
の

記
録
で
あ
っ
た
。
消
防
庁
担

当
者
は
熱
中
症
の
知
識
の
普

及
啓
発
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
救
急
車
を
利
用
し

な
か
っ
た
人
の
搬
送
が
増
え

て
い
る
可
能
性
を
指
摘
。
7

月
の
搬
送
者
の
う
ち
、
軽
症

者
は
1
万
3
3
9
7
人（
　
・
63

5
％
）、死
亡
者
は
　
人（
0
・

37

2
％
）
だ
っ
た
よ
う
だ
▼
熱

中
症
の
知
識
を
広
め
、
予
防

法
・
対
処
法
の
啓
発
は
熱
中

症
の
犠
牲
者
を
減
ら
す
最
も

有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
は

確
か
だ
。
し
か
し
近
年
の
マ

ス
コ
ミ
を
中
心
と
す
る
過
熱

気
味
の
報
道
が
軽
症
者
の
救

急
搬
送
の
増
加
に
つ
な
が
っ

て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。
原
因
の
一
つ
は
熱
中

症
の
説
明
に
用
い
る
言
葉

（
熱
疲
労
、
熱
失
神
、
熱
け

い
れ
ん
、
熱
射
病
）
の
分
か

り
に
く
さ
に
あ
る
。
何
が
重

症
で
、
何
が
軽
症
な
の
か
が

一
般
の
人
た
ち
に
伝
わ
っ
て

な
い
。
わ
れ
わ
れ
医
療
関
係

者
も
反
省
す
べ
き
だ
。（
A
）

（ ）1

　開業および勤務の医科・歯科保
険医10万4000人を擁する、全
国の保険医協会・保険医会の連合
体です。
　医科・歯科一体の保険医団体と
して、国民医療の向上、保険医の
生活と権利を守る運動を進めてい
ます。2年に1度開かれる大会で活
動方針などを決めます。　

全国保険医団体連合会

保
険
医
の
生
活
守
る

休
業
保
障
 募
集
再
開
3
月
か
ら

震
災
復
興
、医
療
再
生

医
師
、歯
科
医
師
を
先
頭
に

市
民
へ
ア
ピ
ー
ル

　
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長

は
8
月
9
日
、日
本
弁
護
士

連
合
会（
日
弁
連
）を
訪
れ
、

武
井
共
夫
副
会
長
と
懇
談

し
、社
会
保
障
制
度
改
革
推

進
法（
推
進
法
）に
反
対
す
る

こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

　
住
江
会
長
は
、
山
岸
憲
司

日
弁
連
会
長
の「
推
進
法
案

反
対
」の
声
明（
6
月
　
日
）

25

は「
わ
が
意
を
得
た
」と
し
、

「
社
会
生
活
上
の
医
師
」と
し

て
の
弁
護
士
の
役
割
に
期
待

し
た
い
と
述
べ
た
。武
井
副

会
長
は
、声
明
に
は
多
く
の

反
響
が
あ
り
、「
日
弁
連
と
し

て
も
勇
気
付
け
ら
れ
て
い

る
」と
し
た
。（
詳
報
は
3
面
）

日本弁護士連合会と懇談
　　　　推進法反対で意見が一致社会保障
制度改革

■
推
進
法
は
、生
存
権
保
障
、

社
会
保
障
制
度
の
理
念
を
否

定
す
る
に
等
し
く
、憲
法
に

抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

■
財
源
の
確
保
は
、
憲
法
か

ら
導
か
れ
る
応
能
負
担
原
則

の
も
と
、
所
得
再
分
配
や
資

産
課
税
等
の
担
税
力
の
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

■
社
会
保
障
制
度
改
革
を
め

ぐ
る
議
論
を
、
首
相
が
任
命

す
る
わ
ず
か
　
人
の
委
員
の

20

審
議
に
委
ね
る
こ
と
は
民
主

主
義
の
観
点
か
ら
不
適
切
。

■
生
活
保
護
受
給
者
の
増
加

は
不
正
受
給
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
。
給
付
水
準

見
直
し
は
、
個
人
の
尊
厳
の

観
点
か
ら
是
認
で
き
な
い
。

懇
談
後
に
握
手
を
交
わ
す
武
井
日
弁
連
副
会
長
（
左
）
と

住
江
保
団
連
会
長
（
右
）

山
岸
日
弁
連
会
長
の
声
明
骨
子

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
9
月
9
日
、
東
京
都
内

で
第
　
回
臨
時
大
会
を
開
き
、
保
険
業
法
改
定
に
よ
り

45

募
集
を
停
止
し
て
い
た
保
団
連
休
業
保
障
共
済
制
度
に

つ
い
て
、
金
融
庁
の
認
可
を
受
け
た
「
保
険
医
休
業
保

障
共
済
保
険
」（
休
保
制
度
）
と
し
て
来
年
3
月
に
募
集

を
再
開
す
る
方
針
を
決
め
た
。（
関
連
記
事
2
面
、6
面
）

　昨年11月の福岡でのドクターズ
ランニングのもよう。医師、歯科医師
らが医療再生、震災復興をアピール。

臨 時 大 会
で 決 定

れ
る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
と
医
療
再
生
を
、
医

師
、
歯
科
医
師
が
先
頭
に

立
っ
て
訴
え
よ
う
と
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
「
ド
ク
タ
ー
ズ

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」

の
一
環
。

　
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会

長
、
宇
佐
美
宏
歯
科
代
表
を

は
じ
め
、
邉
見
公
雄
赤
穂
市

民
病
院
名
誉
院
長
、
植
山
直

人
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
代

表
、
本
田
宏
医
療
制
度
研
究

会
副
理
事
長
ら
が
呼
び
掛
け

人
に
名
を
連
ね
る
。

　
詳
細
は
実
行
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://d

d
2
0
1
1
.u
n
io
n
.o
r.jp

/

）

　
医
療
再
生
と
震
災
復
興
を

医
師
、
歯
科
医
師
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
ド

ク
タ
ー
ズ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
9
月

　
、　
日
、
仙
台
市
で
開
か

15

16

　
大
会
で
は
森
明
彦
理
事

が
、
再
開
に
向
け
た
方
針
を

提
案
。
休
保
制
度
を
運
営
す

る
「
一
般
社
団
法
人
保
険
医

休
業
保
障
共
済
会
」（
休
保
共

済
会
）
を
設
立
し
、
金
融
庁

の
認
可
を
受
け
た
上
で
2
0

1
3
年
3
月
か
ら
募
集
再

開
、
8
月
か
ら
制
度
を
発
足

さ
せ
る
こ
と
を
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。

　
金
融
庁
の
認
可
に
つ
い
て

は
既
に
7
月
　
日
に
予
備
審

30

査
を
通
過
し
て
い
る
。
休
保

共
済
会
の
本
認
可
申
請
に
よ

り
、
正
式
認
可
さ
れ
る
見
通

し
だ
。

　
ま
た
、
7
年
間
の
募
集
停

止
期
間
中
に
加
入
年
齢
を
超

え
た
会
員
で
も
、
休
保
制
度

の
加
入
の
申
し
込
み
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
特
例
措
置
を

行
う
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

　
住
江
憲
勇
会
長
は
、「
休
業

保
障
の
再
開
に
向
け
た
、
加

盟
団
体
、
会
員
の
ご
協
力
に

感
謝
す
る
」
と
し
た
上
で
、

「
保
険
医
の
生
活
と
経
営
、

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
、

一
刻
も
早
い
再
開
を
実
現
し

た
い
」
と
し
た
。

制
度
の
基
本
的
な

仕
組
み
変
わ
ら
ず

　
大
会
で
は
、「
従
来
の
制
度

の
根
幹
を
維
持
し
た
ま
ま
再

開
で
き
る
の
は
画
期
的
な
成

果
」、「
休
業
に
対
す
る
十
分

な
備
え
の
な
い
保
険
医
が
多

く
い
る
」
な
ど
、
募
集
再
開

に
向
け
た
取
り
組
み
を
評
価

し
た
上
で
、
一
刻
も
早
い
再

開
を
望
む
声
が
相
次
い
だ
。

　
保
団
連
の
休
業
保
障
制
度

は
、2
0
0
6
年
の
改
定
保

険
業
法
施
行
に
よ
り
新
規
募

集
を
停
止
し
て
い
た
。保
団

連
で
は
、従
来
通
り
の
制
度

の
存
続
を
求
め
て
署
名
活
動

や
省
庁
、
国
会
議
員
要
請
な

ど
の
運
動
を
進
め
、
原
状
復

帰
を
趣
旨
と
す
る
保
険
業
法

の
再
改
定
が
実
現
し
た
。
保

団
連
と
保
険
医
協
会
・
保
険

医
会
は
、
加
入
者
へ
の
情
報

提
供
と
会
内
の
論
議
を
積
み

重
ね
、
再
開
に
向
け
た
準
備

を
行
っ
て
き
た
。

　
新
し
い
制
度
で
は
、
募
集

停
止
以
前
の
従
来
の
制
度
の

基
本
的
な
仕
組
み
は
維
持
さ

れ
、
掛
金
額
や
傷
病
に
よ
る

休
業
の
際
の
給
付
内
容
な
ど

は
変
わ
ら
な
い
。
中
途
脱
退

金
や
満
期
祝
金
の
取
り
扱
い

な
ど
変
更
が
あ
る
点
に
つ
い

て
は
代
償
措
置
を
と
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
加
入
者
に

対
し
て
情
報
提
供
を
行
う
と

し
て
い
る
。




